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学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１

項に基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  大垣東高等学校 学校運営協議会 （第１回） 

        

２ 開催日時  令和８年６月２５日（木） １３：１５～１５：１５ 

 

３ 開催場所  大垣東高等学校会議室 

        開催にあたり、委員による授業参観を実施した 

        

４ 参 加 者  会  長  髙橋 利行  池田町教育委員会教育長 

                副 会 長    田崎 賢一  大垣ガス株式会社専務取締役 

                委  員    内海 幸夫   大垣市立南中学校長 

                            星野 恵里    大垣ＪＣシニアクラブ 

                            古田三十子    大垣市赤十字奉仕団南分団副分団長 

              長谷川 毅  育友会長 

竹中 智子  育友会生活委員長 

 

              学 校 側    渡部 彰規   校 長 

               土肥 義史    教 頭 

              杉山 秀謙  教 頭 

               坪井美和子    事務長 

                     水谷 孝宣  教務部長 

              田中 晴美  進路指導部長 

              小俣 太志  生徒指導部長 

              髙橋 恵子  特別活動部長 

                                                    

５ 会議の概要（協議事項） 

（１）学校運営の基本方針及び教育活動全般について 

意見１：私学の授業料無償化や通信制高校の増加により、生徒・保護者の進路選択が多様化して

いるなか、学校でしかできない経験や仲間とともに成長する価値など、公立高校としての魅

力をより明確に打ち出していく必要がある。 

 

意見２：理数科の特色ある取組みは本校の強みであり、引き続き積極的に発信することが重要で

ある。普通科の生徒にも広げることで、学校全体の魅力向上につなげてほしい。 

 

意見３：外部でのボランティア活動など、生徒が社会と関わる取組みは非常に有意義であり、継

続してほしい。 

 

（２）学習指導・進路指導・生徒指導について 

意見４：授業参観では、生徒が落ち着いて話を聞く姿勢が見られ、学習環境は良好である。その

一方で、発表や表現の場面が少なく、主体性や積極性の育成に課題が見られる。 
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意見５：生徒の主体的な学びを引き出す授業を実施するため、教員同士の授業公開や研修を通じ

て、どのような点が授業改善につながったのかを今後報告してほしい。 

⇒ 第３回学校運営協議会において報告する。 

 

意見６：ＩＣＴの活用については、タブレット端末の導入が目的化しないよう、教育効果を検証

し、学習効果の向上につながる活用方法を工夫する必要がある。 

 

意見７：進学先の選択においては、生徒の志向の変化を踏まえ、国公立大学に限らず、私立大学

や多様な進路にも対応した進路指導を行う必要がある。 

 

意見８：学校全体の進学実績だけでなく、生徒の志望に対してどの程度達成できたかという視点

で成果を示すことも大切である。 

 

意見９：遅刻や欠席の状況については、コロナ禍以降の価値観の変化も踏まえ、生徒の生活習慣

や意識の改善につながる指導が求められる。 

 

意見１０：多様な背景をもつ生徒一人一人に応じたきめ細かな支援を行い、取りこぼしのない教

育を実現することが重要である。 

 

（３）国際交流・外部連携について 

意見１１：ベトナム研修は本校の大きな特色であり、生徒の成長に大きく寄与している取組みで

あるため、今後も継続・発展させることが望ましい。 

 

意見１２：研修に参加した生徒の学びを全校へ還元する機会を十分に確保し、より多くの生徒に

国際理解を広げていくとよい。 

 

意見１３：生徒の派遣だけでなく、海外の生徒の受け入れも検討すると、より大きな教育効果が

期待できる。双方向の国際交流についても検討し、交流の幅を広げることが望ましい。 

⇒ 全く検討していないわけではないが、先方の経済的な課題や法制度等の面でハードルが

あるのが現状である。 

 

意見１４：英語については、日本の高校生は「理解はできるが話せない」傾向が見られるため、

読む力・聞く力に加え、話す力・伝える力を育成するための実践的な活動を増やす必要があ

る。 

 

（４）安全教育について 

意見１５：地震や災害等に備えた防災教育や避難訓練を継続的に実施し、生徒の安全意識を高め

ることが重要である。 

⇒ 命を守る訓練は年３回実施しており、直近の訓練では新たな取組みとして、清掃時間中

に訓練を実施した。 

 

６ 会議のまとめ 

  ・第１回学校運営協議会では、全委員より今年度の本校の教育指導の重点及び学校経営計画に

ついて承認が得られた。 

 


